
令和３年度 宇都宮市立上河内中央小学校 学校経営全体計画（グランドデザイン） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 ・縦割り班での自主的清掃活動 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

【経営理念】 自他の幸せの実現を目指し，変化の激しい２１世紀を力強く生き抜くたくましい子どもの育成を目指す。また，家庭

や地域との一層の連携・協働を図り，地域とともにある学校づくりを推進する。 

【経営方針】  未来を担う子どもを育て地域に愛され信頼される学校 

（１）児童一人一人のよさや可能性を認識し，認め合い，学び合い，高め合う集団づくりに努める。 

（２）児童が学ぶ喜びを感じられるよう，不断の授業改善を行うとともに学習習慣の形成を図る。 

（３）豊かな心や創造性とともに自らの目標の実現に向けて粘り強く努力する心と体のたくましさを涵養する教育活動を推進する。 

（４）教職員が，チームの一員として連携・協働しながら指導力を向上させるとともに，勤務時間を意識した働き方を進める。 

（５）校内体制の整備及び家庭・関係機関との連携により，多様な児童の状況に応じた指導・支援を充実する。 

（６）「小中一貫教育・地域学校園」と「魅力ある学校づくり地域協議会」（以下「地域協議会」）を充実させ，地域とともにある学

校づくりの推進に努める。 

 

明るく笑顔で登下校し，心豊かに 

たくましく学習・生活している学校 
・学校での活動を楽しみにしている。 

・授業がよく分かる喜び，課題をやりとげ

た喜び，向上していく喜びを感じている。 

・自他を大切にし，友達と協力し合い，先

生を信頼している。 

・目標に向けて粘り強く努力している。 

 
 

チームとして力を合わせ 

やりがいを感じる学校 
・明るく和やかな雰囲気の中で，教育への

情熱を高めている。 

・教職員一人一人が授業公開等により，積

極的・謙虚に指導力向上に努めている。 

・課題や方向性を共有し，切磋琢磨しなが

ら同僚性を高めている。 

・勤務時間を意識し，ワークライフバラン

スの実現を図っている。 

  

安心して子どもを通わせ，家庭の役割

を自覚し心を一つにできる学校 
・子どもの豊かな学びが保障され，安全・

安心で快適な教育環境が整っている。 

・教職員は，子どもに対する教育的愛情と

高い指導力をもっている。 

・学校は，問題等に対する対応が誠実かつ

迅速である。 

 

信頼し目標を共有しながら積極的に

連携・協働できる学校 

・学校からの積極的な情報の発信により，

地域協議会は，教育目標や学校経営の方

針，教育活動等を理解・共有している。 

・学校は地域の意見を積極的に聴取し，学

校運営や教育活動の改善に生かしてい

る。 

・学校，地域が連携・協働しながら，互い

の活動や行事を計画・運営している。 

 

・日本国憲法 ・教育基本法 ・学校教育法 ・学習指導要領 
・栃木県教育振興基本計画２０２０  
・宮っこ未来ビジョン・第２次宇都宮市学校教育推進計画 
・第２次宇都宮市学校教育スタンダード 
・宇都宮市教育委員会基本方針・宇都宮市「指導の重点」 

学 校 像 (経営理念) 

地域に愛され信頼される学校 

具体目標（目指す児童像） 

よく考え学ぶ子ども 自分を見つめつくせる子ども 明るくたくましい子ども 
【合言葉】 かしこく  やさしく  たくましく 

自分を見つめつくせる子ども 

（やさしく） 

「温かく，認め励まし，初期対応重視」
で心の教育 

○進んで挨拶する児童の育成 
 ・校内の廊下や地域でのあいさつ促進 
○児童の良さを認め励ます教育の推進 
 ・児童同士，先生と誉め合う活動の実践 
○不登校児童等，多様な児童に対する保
護者や関係機関と連携した組織的対
応の充実 

○いじめを許さない規範意識や正義感，
思いやりの心の育成 

○児童会を活用したあいさつ励行やい
じめゼロに向けた取組促進 
・「上央っ子の誓い」等による全教職
員での指導徹底（特に初期対応） 

○スマホ使用のルール徹底など情報活
用能力の育成 

＜育てたい資質・能力・態度＞ 
◎地域と連携した活動の充実による郷土を愛

する心の醸成 

◎自主的に考え行動する力や折れない心，粘

り強くやり抜く心の育成 

◎思いやりの気持ちをもって助け合い協力す

る態度の育成 

【具体的な取組】 
(１)地域の教育資源等の積極的活用 

 ・農業体験，伝統行事（ぼうじぼ）

等における人材活用 

 ・地域の自然とのふれあい活動充実 

 （羽黒山遠足，地域の公園等での体

験活動） 

 ・体験を振り返る活動や地域のよさ

を知る活動の充実 

 （作文等での表現活動，ふるさとカ

ルタ取り大会） 

(２)縦割り班「にこにこ班」の効果的活用 

 ・学校行事における積極的活用 

  （羽黒山遠足，農業体験，運動会，

１年生お迎えの会等） 

 ・清掃活動における日常的活用 

 ・いじめゼロ集会での標語作成 

児童にとって 

教師にとって 

保護者にとって 

地域住民 

「小中一貫教育・地域学校園」の主な取組 

・学力向上部会など各部会の取組推進 

・「学力向上アクション６プラン」に基づく小

中一貫教育カリキュラムの一層の充実 

・各種学力調査の分析等に基づく各教科の課題

の見直し及び共通実践の推進 

・うつのみやマネジメントシステム「全体アン

ケート」に基づく地域学校園共通の実践推進 

・不登校やスマホ使用の現状等に係る情報交換

及び各小中学校での指導事項検討 

 

学校教育目標 
 「人間尊重の教育」を基盤に，２１世紀の担い手として，「心身ともに健康で

主体的に考え表現でき，粘り強く頑張り抜き，自らの向上とよりよい社会の発

展を目指し，たくましく生きる人間」の育成を図る。 

特色ある学校づくり 

＜学校像にせまるための各対象にとっての学校＞ 

今年度の重点 

よく考え学ぶ子ども 

（かしこく） 

「かみスタ，あさがく，いえがく」で
学力向上 

○「上央小授業スタンダード」の充実 
・活動の重点化（めあてのもたせ方） 

 ・「問い」と学び合いを重視 
 ・一人一授業＋ミニ授業研究会推進 
○担任と学力向上担当教員，かがやき指
導員等の連携による，授業や朝の学
習，休み時間等を利用した効果的な学
習指導の実践 

○上央小漢字検定，計算検定の活用 
○家庭学習の習慣化 
 ・基礎・基本の定着につながる内容や

出し方の工夫 
○読書週間の定着 
 ・週に一人一冊以上 

今年度の重点 

徳 明るくたくましい子ども 

（たくましく） 

体 知

特 

「安全で，心身共にたくましく，繰り
返し指導徹底」で健康教育 

○自ら感染症対策に取り組む児童の育
成 

○運動量の確保と運動技能の向上を目
指す体育授業の実践 

○運動の日常化の推進 
 ・各種運動検定及び各種運動特訓週間

の実施 
○学校行事等を活用した体と心のたく
ましさの涵養 

 ・羽黒山遠足,運動会,持久走大会等 
○投力や持久力向上と姿勢の指導徹底 
○登下校時の安全な歩行指導徹底 
○望ましい食習慣の形成 
・養バランスを考えた食事指導，肥満
予防の指導徹底 

今年度の重点 

〈実 態〉 

〇話をよく聞くなど落ち着いて真面目

に取り組んでいる。 

△「分かる授業」の実現，家庭学習など

学習習慣の確立が必要である。 

 

〈実 態〉 

〇素直で明るく，友達と仲良く助け合い

ながら生活している。 

△望ましい挨拶の指導や不登校，スマホ

等の使用に係る対策が必要である。 

〈実 態〉 

〇長座体前屈など新体力テストでは市

の平均を上回る種目も見られる。 

△肥満やむし歯予防など家庭と連携し

た食育・健康指導が必要である。 

 

<上河内地域学校園教育ビジョン> 

「かしこくたくましいゆずっ子の育成」 

―基本を身に付け，人とつながり， 

夢に向かって生きる子どもを育てよう― 


